
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもたちの壁新聞・絵日記とみんなのこどもエコクラブへの応援メッセージ 
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はじめに 

こどもエコクラブは、子どもたちの環境保全活動や環境学習を支援することにより、自然を大切に思う心や、環境問題解決

に自ら考え行動する力を育み、地域の環境活動の環を広げることを目的として 1995 年にスタートしました。これまでにこどもエ

コクラブを通じて環境活動に関わった子どもたちは 260 万人を超え、大人になったかつての子どもたちが、活動を通じて培った

力を地域のまちづくりや教育現場で発揮し、持続可能な社会づくりを担う次世代のリーダーとして活躍しはじめています。 

毎年 3 月には、特に熱心に活動している全国の子どもたちが一堂に会し、日頃の活動をまとめた壁新聞や絵日記をもとに

発表しあい交流を深めるとともに、こどもエコクラブを応援してくれている企業・団体の環境への取り組みについて楽しく学び、考

える場として「こどもエコクラブ全国フェスティバル」を開催しています。 

しかし、2020 年冬に発生した新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し、残念ながら 2019 年度の同フェスティバルは中

止といたしました。そこで、参加予定だったクラブの作品とその作品に込めた子どもたちの想いを、環境省をはじめとする省庁や

企業・団体からの子どもたちへのメッセージとともにとりまとめ、冊子「紙上・全国フェスティバル 2020」を作成いたしました。参加

を楽しみにしていたクラブや関係各所の皆さまが本冊子を読むことで、少しでも全国フェスティバルに参加している気分を味わっ

ていただければ大変うれしく存じます。 

 また、全国フェスティバルを知らない方々には、こどもエコクラブの子どもたちの環境に対する熱い思い、仲間と協力して行って

いる活動の楽しさ、それを応援している多くの方々の温かい気持ちを感じていただくとともに、今後の連携・協働を進める上で、

ご参考になれば幸いです。 

目 次 



 

3 
 

■イベント名:「こどもエコクラブ全国フェスティバル 2020 ～集結★私たちの SDGs アクション!～」 

■実施目的:熱心に活動をしている全国各地のこどもエコクラブの子どもたちが集い、環境活動の紹介を通じて 相互の交流を深め

るとともに、これらの情報を広く発信することにより、こどもエコクラブの活動の活性化及び本事業への理解と参加促進を

図ります。 

 

 

 

 

 

■主  催  :公益財団法人日本環境協会（こどもエコクラブ全国事務局） 

■後  援  :環境省、文部科学省、厚生労働省、消費者庁、 

独立行政法人国立青少年教育振興機構、公益社団法人こども環境学会、全国小中学校環境教育研究会、 

公益財団法人日本容器包装リサイクル協会、ＮＨＫ 

■特別協力:こくみん共済 coop <全労済>、サントリーホールディングス株式会社、株式会社タカラトミー 

■出展予定企業・団体: 

アース製薬株式会社、、株式会社エフピコ、王子ホールディングス株式会社、こくみん共済 coop 〈全労済〉、 

佐川急便株式会社、清水建設株式会社東京木工場、宝酒造株式会社、株式会社タカラトミー、 

ＤＯＷＡエコシステム株式会社、トヨタ自動車株式会社、 

一般社団法人日本印刷産業連合会グリーンプリンティング認定事務局、日本ＣＣＳ調査株式会社、 

公益財団法人日本容器包装リサイクル協会、文化シヤッター株式会社、HOYA 株式会社 アイケアカンパニー、 

株式会社ミールケア、リトルスタジオインク株式会社、Render 株式会社、 

早稲田大学学生環境 NPO 環境ロドリゲス aRc、エコマーク事務局 

■協  力  :井筒まい泉株式会社、MSC（海洋管理協議会）、All Japan Youth Eco-club、ケニス株式会社、 

株式会社丸井スズキ、目白大学、リソー教育グループ、株式会社龍角散、 

早稲田大学学生環境 NPO 環境ロドリゲス 

 

 

持続可能な開発目標（SDGs）とは、貧困や不平等・格差、気候変動などのさまざまな問題を根本的に解決することを

目指して 2015 年に国連サミットで採択された世界共通の 17 の目標です。 

こどもエコクラブのメンバーは興味関心に応じて様々な環境学習・環境活動を全国各地で実践しており、SDGs に関連づけ

られる活動も数多くあります。本冊子では壁新聞の作品のご紹介に合わせて、それぞれのクラブが意識している SDGs の項目

も掲載いたしました。 

子どもたちには、やはり自然や生き物への関心が一番高く、「目標14.海の豊かさを守ろう」「目標15.陸の豊かさも守ろう」

にあてはまる活動が最も多い結果となっています。また、活動年数が短い（10 年未満）クラブは、ここ数年特に顕著な環境

問題となっている地球温暖化にかかる「目標 13. 気候変動に具体的な対策を」を意識した活動が多く、活動年数が⾧い

（10 年以上）クラブは、「目標17．パートナーシップで目標を達成しよう」「目標11.住み続けられるまちづくりを」と、様々

な主体と連携して地域に根付き、地域の環境課題の解決につながる活動に発展させていることがわかりました。 

年齢の高い子ども（小学校高学年以上のメンバー）が多いクラブは、「目標1.貧困をなくそう」「目標3.すべての人に健康

と福祉を」「目標 16.平和と公正をすべての人に」と、環境の枠を越えた社会的課題を意識する活動も見られ、成⾧に従って

広い視野や課題解決のための思考力が身についてきているものと思われます。 

こどもエコクラブの元気な SDGs アクション、ぜひ作品の中でご覧いただくとともに、これからの活動に期待しましょう。 

開催概要 

 

活動発表や展示の機会
を設け、一年間のがんば
りを称え合う。 

称える  

全国で活動する仲間(子
ども・大人)の交わりの場を
提供する。 

交わる  

様々な体験学習を通じ
て新しい発見を得る。 
 

知る  

「こどもエコクラブ」事業へ
の理解と参加を広く呼び
かける。 

広める 

子どもたちの SDGs アクション 
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都道府県 市区町村 クラブ名 壁新聞タイトル P 

北海道  北見市  オホーツクエコクラブ  ぼくたち わたしたち はじめてのエコ! 8 

青森県  弘前市  HEP21 エコクラブ  わたしたちとだんぶり池の仲間たち 9 

宮城県  南三陸町  南三陸少年少女自然調査隊  海の森へようこそ! 10 

秋田県  秋田市  マックスバリュ東北秋田 
イオンチアーズクラブ  地球×SUN 11 

茨城県  水戸市  逆川こどもエコクラブ  ウポ沼日韓子供交流会 12 

栃木県  大田原市  森の小人  エコリンピック 13 

群馬県  太田市  太田イオンチアーズクラブ  太田イオンチアーズクラブ 2019 14 

埼玉県  三芳町  竹の子エコクラブ  竹の子エコ新聞 2019 15 

千葉県  浦安市  しろくまキッズ  しろくま新聞 16 

神奈川県  藤沢市  大鋸児童館こどもエコクラブ  藤沢 エコまる Times 17 

新潟県  魚沼市  三ツ星エコクラブ  三ツ星エコ新聞 
～魚沼市の未来のための環境対策について考える～ 18 

福井県  越前市  坂口エコメイト  ザリガニ捕獲 19 

山梨県  甲府市  和泉エコクラブ  Turtle エコクラブ隊 20 

⾧野県  松本市  いきものみっけファーム 
in 松本推進協議会  エコ提案～ゴミを減らして地球を守れ!～ 21 

静岡県  富士市  原田湧水クラブ  未来へつなごう 富士市の自然といきもの 22 

愛知県  豊明市  豊明エコキッズ  豊明エコキッズ 2019 23 

三重県  津市  なひがんばる隊  「助けてー」魚たちのために 24 

滋賀県  大津市  ぼてじゃこワンパク塾  滋賀で楽しく遊び、学ぶ、「滋賀の生き物学習」 25 

京都府  木津川市  木津川市こどもエコクラブ  わが辞書に使い捨ての文字はない 26 

大阪府  大阪市  せいわエコクラブ  森を守り 水を守り 生きものを守りたい 27 

兵庫県  神戸市  玉一アクアリウム  明石川を守る～清き流れの明石川を育むために～ 28 

奈良県  天理市  福住こどもエコクラブ  絶滅危惧種を追え! 29 

鳥取県  米子市  日吉津イオンチアーズクラブ  太陽エネルギー 30 

島根県  出雲市  上津探検隊  ケロケロカエル調査新聞 XIII 31 

岡山県  津山市  わくわくエコクラブ  わくわく新聞～海や川の豊かな自然を守るには～ 32 

高知県  香美市  香美市こどもエコクラブ 
ハッピーアドベンチャー  Let´s Cool Choice!! 33 

福岡県  北九州市  若松イオンチアーズクラブ  2019 かっぱ隊が行く２ 34 

⾧崎県  佐世保市  だいやエコクラブ  こどもサスティナブル新聞 35 

熊本県  益城町  広西地球環境クラブ 
（広安西小学校環境委員会）  熊本大地の底力～広西湧き水再生プロジェクト～ 36 

大分県  別府市  大平山友遊エコクラブ  地球はみんなの宝箱 37 

沖縄県  竹富町  西表ヤマネコクラブ  西表山猫新聞 38 

 

  

全国フェスティバル 参加表明クラブ 
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都道府県 市区町村 クラブ名 受賞者名 絵日記タイトル P 

千葉県  市川市  みかゆうなクラブ  森
も り

田
た

 美
み

佳
か

さん りょくちのいきもの 39 

滋賀県  守山市  速野小学校２年生  ⾧嶋
な が し ま

 美
み

玲
れい

さん びわこ大なまずさんへ 39 

静岡県  富士市  滝川ふれあいキッズ  遠藤
え ん ど う

 陽
ひ

菜
な

さん 守り続けたい滝川の輝き 40 

大阪府  大阪市  せいわエコクラブ  酒川
さ か が わ

 真
ま

菜
な

さん 
城北ワンドで三回目の在来種保護活動 
「はじめまして、イタセンパラ。」 40 

 

 

 

 

都道府県 市区町村 クラブ名 壁新聞タイトル P 
栃木県  真岡市  真岡児童館やさしクラブ  輪 エコでつながる 希望の環 2 41 

静岡県 浜松市 裾野イオンチアーズクラブ エネルギーの発見 42 

愛知県 一宮市 木曽川いたせんぱらクラブ 板鮮腹再生計画 43 

三重県 松阪市 三重中学校・三重高等学校 
科学技術部 

私たちの環境教育 高校１年生より 
～現状、部員の感想と伝えたい想い～ 44 

大阪府 大阪市 大阪市立新北島中学校科学技術部 コカ・コーラ環境フォーラムに参加しての報告 45 

奈良県  奈良市  平城っ子のスマイルカワ活  平城っ子のスマイルカワ活 46 

和歌山県  有田市  もっとの会  みんなのおうちをキレイに大切に（地球） 47 

香川県  高松市  シオン・エコサイエンスクラブ  環境調査と私たちにできること 48 

宮崎県  都城市  姫城中ボランティア  姫城中エコ新聞! 49 

鹿児島県  鹿児島市  西伊敷小学校こどもエコクラブ  西伊敷小学校 美化・環境委員会のエコ活動 50 

 

 

 

都道府県 市区町村 クラブ名 壁新聞タイトル P 
滋賀県 草津市  草津市立常盤幼稚園  ぼくらはエコ探検隊～ゴミひろいをしよう～ 51 

 

  

絵日記優秀賞 受賞者 

都合により全国フェスティバル参加辞退のクラブ 

次ページ以降より、上記クラブの壁新聞、絵日記受賞者の絵日記をご紹介しています。作品の中に盛り込まれている子ども

たちの元気な活動の様子を想像しながらぜひご覧ください。 

 

・壁新聞部門の特別賞受賞クラブ・絵日記部門の受賞者には、それぞれの賞の表彰者からのメッセージをいただきました。 

・その他のクラブの作品には、日頃からクラブを応援している地域事務局（都道府県あるいは市区町村）コーディネーター

からのメッセージを掲載しています。 

 

壁新聞 幼児クラブ部門の受賞クラブ 
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こどもエコクラブでは、1 年のクラブの活動をまとめた壁新聞や絵日記を募集する「全国エコ活コンクール」を実施しています。 

日頃のエコ活動をまとめることによって、子どもたちに活動を通して感じたことなどをふりかえる機会や新しい気づきを得るきっか

けとしてもらうほか、子どもたちの創意・工夫にあふれる壁新聞、生き生きとした様子が伝わる絵日記を顕彰して、クラブの今後

の活動意欲の促進にもつなげています。また、それらの作品を全国各地で展示したり、地域の交流会等での活動発表に活用

したりしてもらうことで、地域の方々に子どもたちの活動の様子や地域の環境の課題などを発信しています。 

毎年、本コンクールの壁新聞部門において、活動の独創性、発展性、地域への密着度の高さなどをもとに全国フェスティバル

に参加する都道府県代表クラブを選出、またその中でも特に評価された壁新聞・絵日記に対しては特別賞が授与され、全国

フェスティバル内で表彰式を行っています。 

この度、今年度特別賞を授けてくださった省庁、企業団体の方から全国のこどもエコクラブにメッセージをいただきました。 

 

 

環境省 大臣官房総合政策課 民間活動支援室 室⾧ 三木 清香さん 

美しく生命が栄える地球を未来に受け渡すためには、一人ひとりの意識ある行動が大切です。全国 10 万人の子ども達

が、仲間と共に楽しみながらエコ学習を実践する「こどもエコクラブ」の活動は、近年ますます重要になっています。 

関係者の皆様の御支援に感謝申し上げると共に、こどもエコクラブの活動が、子どもの健やかな成⾧の糧となり、持続可

能な社会への一助となることをお祈り申し上げます。 

 

 

                   文部科学省 総合教育政策局 地域学習推進課 青少年教育室 

室⾧補佐 荒木 正寛さん 
 

今回、全国エコ活コンクールに応募された作品はどれも地域の特色を生かしたとても素晴らしい取組だと思います。みなさ

んもそれぞれ新しい発見があったのではないでしょうか? 

子どもの頃の様々な体験が豊富な人ほど、大人になってもやる気や生きがいを持ち、人を思いやる気持ちが高い、という

調査結果もあります。ぜひこれからも積極的に環境活動を続け、多くの体験をしてください。 

 

 

消費者庁 消費者教育推進課 課⾧補佐 三次 一徳さん 

いま、世界の多くの場所で地球温暖化が原因とされる山火事、台風などによる自然災害の増加や、不法投棄等による

プラスチックごみの増加に伴う海洋汚濁、水温上昇による海水面の上昇などの影響により、多くの動植物が生存の危機に

瀕しています。 

みなさんが日頃より行っている環境保全活動や環境学習で得た体験や知識を一人でも多くの人達に伝え、その輪が広

がることにより、環境にやさしい未来につながります。 

この取組を通じて多くの人の「エコ」への「きづき」になることを期待しています。 

 

 

 

 

全国エコ活コンクール 表彰者からのメッセージ 
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こくみん共済 coop 〈全労済〉 常務理事 高橋 忠雄さん 

全国のこどもエコクラブの皆さんの活動に対し、感謝と尊敬の気持ちでいっぱいです。 

皆さんの積極的で自発的な活動をレポートや壁新聞、絵日記を通して拝見し、たくさんの感動や学びがありました。 

これからも皆さんのご活躍に注目していきます。今後も、地域社会と共に積極的な活動をされていくことを心から応援して

います。 
 

 

サントリーホールディングス株式会社 サステナビリティ推進部 

課⾧ 市田 智之さん 
 

全国のこどもエコクラブの皆さんの活動は、本当に素晴らしく非常に大事な取り組みをされています。 

こうした皆さん一人ひとりの活動を通じて、より多くの方々がその取り組みを知っていただき、みんなの意識を変えていくこと

が大事です。 

かけがえのない豊かな自然環境を未来に引きつぐためにみんなで取り組んでいきましょう。 
 

 

 

株式会社タカラトミー 関係会社管理部社会活動推進課 課⾧ 高林 慎享さん 

こどもエコクラブのみなさんは、いろいろな環境活動をされています。その活動を、みんなに知ってもらいましょう。家族や友達、

先生等だれかにお話ししてみましょう。活動をホームページに掲載すること、壁新聞を作って発表することもとても良いことです。

まずはレッツトライ!みなさんの活動に出会えることを楽しみにしています。 
 

 

株式会社ミールケア 人事部 部⾧ 牧野 哲雄さん 

⾧野県⾧野市のミールケアです。 

昨年の台風による水害にあった時には、全国からの応援メッセージを頂き本当にありがとうございました。 

たった一回食べたカレーが美味しかった!なんて、みんなの記憶に残っていてくれたこと、とっても嬉しいです。 

これからもおいしいお食事を心を込めて作っていきますので、みなさんの健康を支え豊かな日本食文化を未来に伝えていく

取り組みをしていきます。 
 

 

公益財団法人日本環境協会 教育事業部 部⾧ 大西 亮真 

壁新聞や活動レポートで、みなさんの活動の様子を楽しく見せてもらっています。きょうだいで、友だちと、そして地域の大

人たちと一緒に環境について学び、環境のために行動する姿、とても頼もしいです。 

これからも活動を続けるとともに、その輪をどんどん広げていってください。未来の社会の主役はあなたたちですよ!! 

 

 

表彰者のみなさんからいただいた受賞クラブへのメッセージは、各受賞作品のページで紹介しています。 


